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研究成果の概要（和文）：乳児期の自己主張は，身体的方略から言語的方略へ変化し、そうした背景には，言語能力，
社会性といった発達的な要因が関係していると考えられているが，その変遷過程自体は明らかにされていない。本研究
では、乳児期の子ども達の自己主張行動と言語発達、社会的行動発達、愛着行動との関連を明らかにするために、自己
主張方略が身体的方略から言語的方略へシフトを促進させるメカニズムを検討した。その結果、養育者に愛着行動が示
せることが、身体的方略から言語的方略への重要な要因であることが示された。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to clarify the relationship between self-assertive 
behavior and the development of language, social behavior or attachment in infants. In this developmental 
stage, the strategy of self-assertive behavior changes verbal from non-verbal communication. It is 
indicated that the promoting factor of this change is what the infant well express their attachment 
behavior to the caregiver.

研究分野： 発達心理学
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１．研究開始当初の背景 
近年、乳児保育を実施する園が増加してお

り、保育現場では、低年齢の集団保育故に生
じやすい問題に対応することが求められて
いる。一緒に過ごす時間が長いと、子ども同
士の関わりは増え，思いがぶつかりいざこざ
となることも多い。 
大人もしくは保育者がそばにいれば，子ど

もの表情や行動から子どもの意図を推察し、
子どもが理解できるような言葉をかけ、調整
的な役割を果たすが、自分の思いが芽生え，
表現する発達時期である1歳児同士の場合に
は、互いの思いが異なると，相手を押したり，
ひっかく、かみついたりといった身体的な方
略を自己主張の方法としてとることが少な
くない（高濱，1995；倉盛，2009）。 
1 歳児から 2 歳児にかけて子どもの自己主

張スキルは飛躍的に向上する（野澤，2011）。
例えば、自分の思いが通らなかったときに相
手の手や腕をかみついて自分の怒りを表現
するかみつき行動は、1 歳児クラスでの発生
頻度が高いが、1 歳児クラスの発生ピークが
過ぎれは、年齢とともにかみつき行動は低下
し、代わりに言語的方略が増加していく（倉
盛，2009）。乳児期の自己主張は，身体的方
略から言語的方略へ変化し、そうした背景に
は，言語能力，社会性といった発達的な要因
が関係していると考えられているが（西川・
射場，2004），その変遷過程自体は明らかに
されていない。 
また，かみつき行動は，相手に与えるダメ

ージが大きく，保護者を含めた大きなトラブ
ルを招きかねない対処の難しい問題であり，
愛着の問題や精神的不安定さから生じる行
動を解釈されることも多い。自分の思いと他
者の思いが葛藤する経験を通じて，乳幼児期
は、他者との折り合いのつけ方やその場にふ
さわしい主張の方法を少しずつ身につけて
いく時期である（野澤，2011，2012;平木, 
2009; 石川, 2012）。 
かみつき行動は，未熟な自己主張表現の１

つとして理解される一方，かみつき行動＝問
題行動と捉えられることも多い。いかに未然
に防ぐかに注意をはらうことに重点がおか
れ，かみつき行動が減少した背景や要因につ
いては着目されていない。身体的な方略から
言語的な自己主張方略への発達は様々な要
因が絡み合っているものと考えられるが、先
行研究で指摘されているかみつき行動の増
減に関与する主要因に着目し，身体的方略か
ら言語的方略への移行プロセスを考えるこ
とで，低年齢児の自己主張行動の理解や対応
方法，そして，言語的な主張方略への発達を
促進する集団保育のあり方を提案できると
思われる。 

 
２．研究の目的 
乳児同士の葛藤場面における解決方略の

内容及び頻度を検討することによって，かみ
つき行動などの身体的方略が優勢な段階か

ら言語的な方略が優勢となる段階の変遷過
程を検討する。また，かみつき行動と言語能
力，社会性といった発達的な要因の関連が示
唆されていること（西川・射場，2004），愛
着が乳幼児期の子どもの社会化過程の重要
な要因として認識されていること（Stams, 
Juffer ＆ van IJzendoorne、, 2002)から，主に，
言語発達、社会性，愛着と身体的方略及び言
語的方略との関係を調べることにより，言語
的方略へのシフトを促進させるメカニズム
を検討する。 
 
３．研究の方法 
対象者  
１歳児クラス 34 名 担当保育士 6 名，２

歳児クラス 48 名 担当保育士 9名 
調査時期  
2011 年 7 月から 8 月と 2012 年 2 月から 3

月。以後、2011 年 7月から 8月を前期、2012
年 2月から 3月を後期として表記する。 
手続き  
保育園の１・２歳児クラスの担当保育士に

調査時期期間中、1 週間におこったいざこざ
場面の記録をしてもらい、それを 1週間ごと
に提出してもらった。 
加えて，各子どもの言語発達及び社会性発

達を査定するために，KIDS（乳幼児発達スケ
ール）の評定を保育士に依頼した。今回は、
KIDS の「理解言語」「表出言語」「対子ども社
会性/友達との協調行動」「対成人社会性/大
人との関係」の４つの領域に限定した。保育
者は担当の子どもについて，各質問項目内容
の行動ができるか否かを回答した。保育者に
対する子どもの愛着行動を測定するために，
AQS 日本語版（近藤 ・Verciketl， 1993）
を，幼稚園や保育所の保育中で測定できるよ
う作成された「乳幼児用愛着評定尺度」（立
元・西山・田爪，2000）を使用した。保育者
は，「保育者に対する信頼良好な関係」「保育
者に対する依存性」「活動性・社会性」の 3
領域に 5段階で回答した。 
 
４．研究成果 
 調査時期におけるいざこざ場面（場所や物
の取り合い、互いの思いの相違、遊びから発
展等）の総報告数は、1 歳児クラス 60 件、2
歳児クラス70件であった。1人平均1.71回、
標準偏差は 2.42、最小値は 0 回、最大値は
17 回だった。 
いざこざ場面で生じる初発行動と後発行動 
いざこざ場面において生起した初発行動

を、①逃避（されたままあきらめる、逃げる）、
②泣く、③身体的行動（ひっかく、かみつく、
おす、ける、たたく、物をとる）、④言語的
行動（大声をだす、「いや」「やめて」「〇〇
の」などの言葉で表現する）の４つのカテゴ
リーに分類した。1歳前期、1歳後期、2歳前
期、2 歳後期の４つの時期ごとに、初発の自
己主張行動の種類別生起頻度の差を検討し
たところ、1 歳児前期後期は、身体的行動の



生起頻度が、逃避、泣く、言語的行動よりも
多く、2 歳児クラス前期後期は、身体的行動
と言語的行動が、逃避や泣く方法よりも多い
ことがわかった（表１） 
 
表１初発行動における種類別生起頻度 
 
 逃

避 

泣
く 

身
体
的
行
動 

言
語
的
行
動 

 

1 歳
前期 

2 0 27 8 p<.05 

1 歳
後期 

1 1 16 5 p<.05 

2 歳
前期 

2 3 19 20 p<.05 

2 歳
後期 

5 4 21 28 p<.05 

 
 次に、後発行動における種類別生起頻度の
差を検討したところ、1 歳児クラスでは、前
期も後期も差はみられなかったが、2 歳児ク
ラス前期では、身体的行動と言語的行動が逃
避や泣く行動よりも生起頻度が多く、2 歳児
クラス後期では、身体的行動が一番多く、次
に、言語的行動 逃避、最後に泣く行動であ
った。 
 
表２ 後発行動における種類別生起頻度 
 
 逃

避 
泣
く 

身
体
的
行

動 言
語
的
行

動 

 

1 歳
前期 

11 6 12 7 ns 
 

1 歳
後期 

2 5 10 9 ns 
 

2 歳
前期 

5 3 18 18 p<.05 

2 歳
後期 

12 2 31 16 p<.05 

 
上記結果から、初発行動においては、1 歳

児前期後期は身体的行動が多いが、2 歳児ク
ラス前期後期 になると、身体的行動と言語
的行動が多くなること、後発行動においては、 
1 歳児前期後期の時期は、発生種類頻度に差
はないが、2 年生前期後期になると身体的行
動と言語的行動が多くなることがわかった。 
このことから、いざこざ場面の行動は、 １
歳から２歳にかけて、身体的行動から身体的
行動＋言語的行動へシフトしていることが
示唆された。 
いざこざ場面の行動の複数利用について 
いざこざ場面で生じる行動は、一人１つと

は限らないため、年齢時期ごとに、 １つの
行動のみをおこした場合と、2 つ以上の行動
をおこした場合の生起頻度に偏りがあるか
を検討した。 

 
         
全年齢時期ともに、二項検定の結果、偏り

は有意であり（ p<.05）、１つの行動のみを
使用することが多かった。つまり、１・２歳
児クラスでのいざこざ場面での交渉パター
ンは、いくつかの行動を組み合わせるのでは
なく、1 種類の行動でのみ表現されることが
わかった。 
 
いざこざ場面での主張行動と、言語発達・社
会的発達・愛着行動との関連 
先行研究（西川・射場，2004）では、かみ

つき行動と言語能力，社会性といった発達的
な要因の関連が示唆されている。それらの関
連を確かめるために、はじめに、いざこざ場
面での自己主張行動頻度が多い高群と、少な
かった低群を選出し、高低群の言語発達・社
会的発達・愛着行動の傾向を調べることにし
た。自己主張数は 1 人平均 1.71 回、標準偏
差は 2.42 であったことから、自己主張行動
数４回以上を高群、 0 回を低群とする二群
を抽出した結果、自己主張行動高群は21名、
自己主張行動低群は 62 名となった。 
自己主張行動群における、KIDS 発達スケー

ルの理解言語、表出言語、対大人社会性、対
子ども社会性における発達月齢と、「乳幼児
用愛着評定尺度」の愛着行動の評定結果を表
３に示す。 
 
表３ 自己主張高低群の言語発達・社会発

達・愛着行動 
 

 KIDS 発達月齢差 愛着行動 

 理
解
言
語 

表
出
言
語 

対
成
人
社
会
性 

対
子
ど
も
社
会
性 

愛
着
信
頼 

依
存 

活
動
性 

高
群 

5.7 -0.4 -0.6 -5.5 1.9 3.3 2.8 

 (2.5) (1.8) (2.0) (1.3) (0.6) (0.2) (1.2) 

低
群 

-2.2 -4.2 -6.3 -6.8 3.6 3.6 2.9 

 (1.4)  (1.1) (0.8) (0.3) (0.1) (0.1) 

 

図２ 後発行動 図 1 初発行動 



高群の自己 KIDS 発達スケールは、各領域
の得点に応じて発達年齢を算出できるよう
に構成されているおり、対象児の実際の月齢
とＫＩＤＳによる発達月齢との発達月齢差
を示すことにより発達査定を行う。発達月齢
差が 0である場合、年齢相応の発達をしてい
ると判断する。自己主張行動高群の平均生活
年齢は 35.2、自己主張行動低群は 34.2 で、
両群に差はなかった。 
 自己主張行動高低群における、KIDS 発達ス
ケールの理解言語、表出言語、対大人社会性、
対子ども社会性における発達月齢に差があ
るかについて、グループ（高低）×発達月齢
差得点（４）の分散分析を行った結果、有意
差がみられ、自己主張高群は、自己主張低群
より理解言語、表出言語の発達が進んでいる
ことがわかった。自己主張高低群における愛
着行動（愛着信頼・依存・活動性）の発生頻
度の差を調べるために、グループ（高低）×
愛着（3）の分散分析を行った結果、有意差
がみられ、自己主張高群は、自己主張低群よ
り保育者に対する信頼・良好な関係を示す行
動が多いことがわかった。 
上記結果から、自己主張数が多い子どもは、

少ない供よりも、理解言語の発達が生活年齢
より進み、表出言語の発達は平均で、保育者
と子どもの信頼、良好な関係が低調であった。 
自己主張数が少ない子どもは、高い子どもよ
りも、理解言語の発達が生活年齢より遅く、 
表出言語の発達はさらに遅く、保育者と子ど
もの信頼、良好な関係であった。自己主張数
の高低は、理解言語の発達、表出言語の発達、 
保育者と子どもの信頼、良好な関係が関係し
ていることが示唆された。 
 
身体的方略及び言語的方略の自己主張行動
動と、言語発達・社会的発達・愛着行動との
関連 
 自己主張行動が多い子どもには、身体的方
略が多い子どもと言語的方略が多い子ども
がいることから、その違いが何に起因してい
るのかを明らかにするために、自己主張高群
の子どもの身体的方略の自己主張行動及び 
言語的方略の自己主張行動を目的変数とし、 
説明変数として、KIDS の発達月齢差（理解言
語・表出言語・対大人社会性・対子ども社会
性）と愛着行動（信頼・依存・活動）をとり
あげ、それぞれに重回帰分析を行った。その
結果、有意な決定係数が得られた（ p＜
0.05 ）。 
  
表４ 身体的方略及び言語的方略と言語発
達・社会的発達・愛着行動との関連 
 

 身体的行動 言語的行動 

 β β 

理解言語   

表出言語   

対成人社会性   

対子ども社会性   

愛着信頼  0.41 

依存 0.54  

活動性  0.64 

決定係数（R2） 

 

0.35 0.43 

自由度調整済決

定係数 

0.30 0.34 

 
 身体的行動の多さは、保育者に対する依存
性が高く、保育者に自分に関心をもってもら
いたい気持ちが高さによって説明でき、言語
的行動の多さは、 保育者と離れて活動でき
ることや、保育者に対する信頼性の高さによ
って、説明できることがわかった。 
 上記の結果をまとめると、１）乳児期の子
どもたちがいざこざ場面に参加するように
なる前提として、理解言語、表出言語がある
程度発達していることと、保育者に対して従
順に従う関係ではない関係性が築かれてい
ることがあげられる。そして、２）１歳児ク
ラスから２歳児クラスにかけて、身体的行動
から、身体的行動プラス言語的行動へシフト
段階で、保育者に自分に関心をもってもらい
たい依存性が高いと、身体的方略での自己主
張行動が多くなり、保育者と離れ自分のペー
スで活動できていると、言語的方略での自己
主張行動が多くなることがわかった。身体的
行動から言語的行動へのシフトを促進させ
るには、保育者との愛着関係がＫＥＹである
ことが示されたと言える。 
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